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１、ふくしま浜街道ハッピーロードとその魅力 

いわき市 

双葉郡 

相馬郡 

ふくしま浜街道ハッピーロードは、福島県浜
通地方の国道6号や常磐自動車道を含む総
延長約230ｋｍのルート（平成19年登録） 

「相馬野馬追祭」に代表される歴史・伝統文
化や「陸前浜街道の松並木」などの地域資
源も有する 

浜街道を桜並木で繋ぎ『復興の
シンボル』として全国・世界へ
発信し、後世に残していくこと
を目的とする国道6号線沿線の
桜植樹 

「ふくしま浜街道・桜プロジェクト」

「みんなでやっぺ！きれいな6国」 

国道6号線沿線の高校生・一般
ボランティアによる一斉清掃
活動 

「ハイスクール世界サミット」 

全国、世界の高校生があつま
り、防災や震災復興、街づく
りを議論するワークショップ 



２、ハッピーロードネットの活動に交わるきっかけ 

仙台 

南相馬 

富岡町 

ならはPA 

H22 
ハイスクールサミットin東
北 初の東北大会、 
参加高校生:150名 

地域情報の発信に課題 

道の駅での情報発信 

H22 10月： 
常磐自動車道楢葉パーキング「高校
生といっしょに設計懇談会」 

H22 11月： 
第4回みんなでやっぺ！きれいな6国 
参加人数：2,200人 

「各地のお祭り情報を発信する」 
・・・に疑問？ 

何か言いたそうな顔してるよ。 
何でもいいから何か言ってみな 

現実から離れているような・・・ 
これが本当に街づくりにつながる？？ 



３、高校生の頃の被災 

福島第一原子力発電所事故 

大津波の被害 

国道6号線の分断 

仙台 

震災で高校内の設備、 
部活用品の損失破損 

生徒会で特別委員会として震災復興委員会を設
立 
別予算を確保して部活動支援 
山元町で団体ボランティア活動 

ハイスクールサミットin東北 震災、原発被災復興をテーマに新たなワークショップ

「震災を、原発事故を語りたい！」 

とりあえず、自分でできることをした
い。 
何か結果になるものを残したい。 



４、高校生としての参加 

野田前首相への提言 

「自分の地域を復興させたい」 

「衝撃的な震災の記憶を皆と共有したい」 

提言書の作成 
首相、国土交通大臣への提言 

行政との間のとりもち＋高校生の関与の仕方の多様化 

ハイスクールサミットin東北 

自分たちの意見を大人が聞く場
を作れる！という驚き 

何でもいいから思っ
たことを言えばいい 



５、大学生としての参加 

「もっと具体的で面白い議論をする場を作れるはず」 

大学生ファシリテーターとしての参加 

高校生のアイデアを聞くことが楽しい 
高校生が考える場を作ることの楽しさ 

仙台 

いわき市 

実際は毎年失敗だらけ・・・ 

 ・ 議論のテーマ設定 

 （高校生が考えられて、大人にも面白い問題提

起） 

 ・ 交流会の盛り上げ方 

 （初対面の人たちと打ち解けられるか？） 

 ・ わかりやすく発表させるやり方 

学部1～2年 



６、大学生になってからの心境の変化 

「もっと具体的で面白い議論をする場を作れるはず」 

大学生ファシリテーターとしての参加 
議論をリードすることの楽しさ 

高校生のアイデアを聞くことが楽しい 
高校生が考える場を作ることの楽しさ 

仙台 

いわき市 

学部3～4年 

継続してほしいけど、
本当に面白くなく
なったらやめてもい

い 

専門や講義を飛び越えた別な世界、
別な人と話すことのワクワク感 

講義や実験、レポートなどで忙しく 
サミットのための時間が無くなる時も・・・ 

+西本さんの素敵なリーダシップ 



全国に広がったサミット卒業生 

道の駅ひろの 

７、大学間の交流と更なる活動の拡大 

地域づくりは総合力を要する 

10 kmマラソンを走れと言われると、 
走れないけど、 
2 kmを5回に分けて走るって言われると、 
実は走れちゃう 

学生を巻き込んで提言するだけでなく、 
実行に移すための工夫 

自分の専門性を活かせる 

分野外の他の大学生との議論や意見のぶつけ合い 

大学・専門の外の世界を知りたい 

自分たちが本気になると大人も本気になってくれるワクワク感 


